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総
合
振
興
計
画
基
本
構
想
は
、
長
期
的
な
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、
そ
の

実
現
に
向
け
て
計
画
的
に
市
政
を
進
め
る
た
め
の
総
合
的
、
体
系
的
に
ま
と

め
た
計
画
で
す
。
将
来
都
市
像
や
施
策
の
大
綱
を
示
し
た
、
今
後
10
年
間
の

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
大
切
な
プ
ラ
ン
で
す
。

今
回
は
、
第
５
次
羽
生
市
総
合
振
興
計
画
基
本
構
想
の
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

す
べ
て
の
羽
生
市
民
が
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
希
望
や
生
き
が
い
を
持
ち
続
け
、

地
域
に
お
い
て
は
活
力
と
元
気
に
満
ち

あ
ふ
れ
、
文
化
の
薫
り
高
い
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
都
市
を
つ
く
り
ま
す
。

羽
生
市
の
人
口
は
減
少
傾
向
で
す

が
、
既
存
市
街
地
の
賑
わ
い
づ
く
り
、

子
育
て
支
援
、
企
業
誘
致
、
誇
れ
る
ま

ち
づ
く
り
な
ど
、
積
極
的
な
人
口
誘
導

策
に
よ
り
、
長
期
的
に
は
６
万
人
を
目

指
し
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
計
画
の
目
標
年
度
で

あ
る
平
成
29
年
度
で
は
、
将
来
人
口
を

５
万
５
千
人
と
し
ま
す
。

将
来
都
市
像
を
目
指
す
基
本
的
な
施

策
の
大
綱
は
次
の
７
つ
で
す
。

市
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
、
消
防
力
や
救
急
体
制
の
強
化
を

図
る
と
と
も
に
、
洪
水
や
地
震
等
の
災

害
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
防
犯
対
策
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、交
通
安
全
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

生
涯
に
わ
た
り
健
康
に
暮
ら
せ
る
よ

う
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
地
域
医
療
体
制
の
充
実
と
市
内
医

療
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

ま
た
、地
域
医
療
福
祉
活
動
を
推
進
し
、

子
ど
も
や
障
が
い
者
、
高
齢
者
へ
の
支
援

を
充
実
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
民
健
康
保

険
制
度
や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
、
介
護

保
険
制
度
、
生
活
保
護
制
度
な
ど
社
会
保

障
を
適
正
に
実
施
し
ま
す
。

将
来
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た

め
、
家
庭
教
育
や
幼
児
教
育
を
充
実
す

る
と
と
も
に
、
心
豊
か
に
た
く
ま
し
く

生
き
る
力
な
ど
を
育
成
す
る
学
校
教

育
、
高
等
教
育
等
を
受
け
る
機
会
の
確

保
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
生
涯
に
わ
た
る
学
習
意
欲
に

応
え
る
た
め
に
、
多
様
な
学
習
機
会
の

提
供
、
芸
術
・
伝
統
文
化
お
よ
び
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
で
あ
る
市
民

が
、
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ

れ
る
よ
う
協
働
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
地
域
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち

づ
く
り
を
担
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
振

興
し
、
地
域
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
と
と
も
に
、
男
女
共
同
参
画
社

会
を
確
立
し
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
自
立

し
た
消
費
者
の
育
成
や
外
国
人
に
も
住

み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
な
ど
も
推
進
し

ま
す
。
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羽
生
市
が
、
本
計
画
に
基
づ
く
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
上
で
の
主
要
な
課
題

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

市
の
人
口
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
今

後
は
市
街
化
区
域
内
の
未
利
用
地
等
の

活
用
に
よ
り
、
都
市
的
機
能
を
既
存
市

街
地
に
集
約
し
、
効
率
の
良
い
「
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
」
を
目
指
す
こ
と
が

必
要
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
で
あ
る
市
民
一

人
ひ
と
り
の
活
動
を
支
え
る
た
め
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
、
市
民
組
織
へ
の
支
援
、

活
動
の
場
作
り
等
を
進
め
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
将
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ビ
ジ
ネ
ス
創
設
や
新
た
な
人
材
の
確

保
も
必
要
で
す
。

①
持
続
可
能
な
都
市
形
成

「
行
政
」
は
、
企
画
立
案
や
条
例
制

定
等
の
地
域
経
営
本
部
の
機
能
を
集
中

し
て
担
い
、「
民
間
」
と
と
も
に
「
公

共
」
の
役
割
を
分
担
し
、
双
方
が
協
働

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

各
産
業
の
活
性
化
の
た
め
、
都
心
か

ら
約
１
時
間
と
い
う
好
立
地
を
生
か
し

た
企
業
誘
致
を
進
め
る
と
と
も
に
、
優

秀
な
人
材
育
成
と
確
保
、
技
術
力
の
向

上
が
必
要
で
す
。

将
来
の
羽
生
を
担
う
人
材
育
成
の
た

め
、
学
力
向
上
や
心
と
体
の
調
和
の
と

れ
た
人
間
形
成
、
地
域
の
視
点
を
持
つ

教
育
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

戦
略
的
な
地
域
経
営
の
た
め
、
行
政

力
の
一
層
の
向
上
が
必
要
で
す
。
こ
の

た
め
、
職
員
の
能
力
開
発
、
民
間
か
ら

の
人
材
登
用
等
に
よ
る
行
政
水
準
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
の
追
求
が
必
要
で
す
。

生
活
習
慣
病
対
策
等
の
生
涯
に
わ
た

る
健
康
づ
く
り
や
地
域
医
療
体
制
、
介

護
保
険
制
度
を
中
心
と
し
た
高
齢
者
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
仕

事
と
生
活
の
両
立
し
た
社
会
の
形
成
、

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン(

注
１)

理
念

の
普
及
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

(

注
２)

の
ま
ち
づ
く
り
も
課
題
で
す
。

③
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

④
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実

⑥
教
育
の
充
実

⑦
行
政
力
の
向
上

⑤
地
域
経
済
の
活
性
化

②
市
民
力
の
向
上

活力に満ちた 人輝く文化都市羽生活力に満ちた 人輝く文化都市羽生活力に満ちた 人輝く文化都市羽生活力に満ちた 人輝く文化都市羽生 ひ
と
輝
く
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン

〜
第
５
次
羽
生
市
総
合
振
興
計
画
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
し
た
〜

将
来
都
市
像
は

『
活
力
に
満
ち
た

人
輝
く
文
化
都
市
　
羽
生
』

将
来
人
口
は
五
万
五
千
人

羽
生
市
の
主
要
課
題

将
来
都
市
像
を
実
現
す
る
た
め
の

７
つ
の
柱

市
民
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り

次
代
を
担
う
個
性
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り

安
全
で
安
心
な

ま
ち
づ
く
り

健
康
で
希
望
に
満
ち
た

ま
ち
づ
く
り
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